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国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 
 

  立谷沢川砂防出張所 

立谷沢川沿いの施設を地域の皆様に安心して

利用していただけるよう、当出張所と地域の関係機

関（庄内警察署、庄内町）と合同で、７月５日に施

設点検を実施しました。 

【点検箇所】 

●中村地区中村河川公園 ●科沢地区シンフォニー広場 

●鉢子地区多目的広場 ●六渕砂防堰堤南部山村広場 

●玉川第６砂防堰堤玉川砂防公園 

⇒ 各施設の異常は見受けられませんでした。 

 

  

立谷沢川と美しい景観を守り、より一層の立谷沢川流域振興を図るため、「日本一の清流・立谷沢川を創る

実行委員会」が主催となり、地域住民と関係機関の方々とともに、除草などの美化活動を実施しました。 

【実施日時】 ６月２０日（日） 

【実施場所】 

●六渕砂防堰堤周辺 → ㈱カキザキ 

●瀬場砂防堰堤周辺 → 当出張所、㈱柿﨑工務所、㈱新庄砕石工業所 
↑ 作業に関わっていただいた皆様 ↑ 

ご協力ありがとうございました！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 
立谷沢川砂防出張所《砂防資料館》 
 
〒999-6601 東田川郡庄内町狩川字堅田 20-23 

電話：0234-56-2050 FAX：0234-56-2081 
ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou 

 

《砂防資料館》 
 
●開館日／平日のみ 
●開館時間／9～16 時半 

●入館料無料 

 

 

●コンビニ 

狩川駅 

●農協 

国道４７号線

 

至 酒田 至 新庄
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新庄市内の高校生が就業意識の啓発と国土交通行政の理解を深めるためのインターンシップ（就業体験学習）と

して、また、庄内町に住む方々が立谷沢川流域の学習会として防災意識を高めるために当出張所を訪れました。 

砂防資料館と現地の見学を通し、立谷沢川流域の特徴と砂防事業の必要性について説明しました。 

６月２４日 インターンシップ 

▼ 新庄東高校２年生（１名） 

７月１日 インターンシップ 

▼ 新庄神室産業高校２年生（２名） 

７月２日 立谷沢川流域の学習会 

▼ 庄内町に住む方々（１０名） 

近年、線状降水帯などにより大雨の頻度が多くなっています。いつ起こるかもしれない土砂災害に備え、狩川・清川・立谷

沢地区における土砂災害警戒区域と地域避難所等の再確認をお願いします。 

庄内町役場のホームページ 【トップ→くらしの情報→防災→災害危険地区→土砂災害警戒区域の周知について】 から、

土砂災害ハザードマップを確認できます。 

■土砂災害の前兆現象■急に川の水が濁り水位が上がる、山鳴り

がする、がけから水が湧き小石がばらばらと落ちてくる、雨が降り

続いているのに川の水位が下がる 

土砂災害に注意してください 

砂防資料館 ・・・ 立谷沢川流域の砂防施設や過去の災害状況について説明 

潜岩第２砂防堰堤 潜岩第２砂防堰堤 濁沢第８砂防堰堤 

土砂災害警戒情報は、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもお

かしくない状況（警戒レベル４）と予測された時に、県と気象庁が共同で発

表しています。 

ただし、周囲の状況や雨の降り方を見て、危険を感じたら迷うことなく

早めの自主避難をお願いします。  


